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金

問

題

批

判

松

岡

孝

見

-
、
序

言

私
は
、
さ
き
に
本
誌
に
於
て
、

フ
-
フ
ン
ス
の
金
本
位
制
度
を

こ
れ
に
よ
っ
て
締
来
に
胎
さ
れ
た
繭
根
は
、

ラ
ン
ス
銀
行
の
所
右
せ
る
多
額
の
金
錫
替
に
あ
る
こ
と
を
謹
べ

論
じ
た
る
際
、

7 

第
三
十
三
巻

第
二
放

一
四
八

O 
四

た
が
叫
更
に
共
後
に
於
て
も
、
金
策
替
準
備
に
タ
い
て
私
見
を

蓮
ぺ
た
際
、
金
本
位
制
度
に
於
て
、
議
行
準
備
と
友
る
食
矯
替

が
、
経
済
力
の
強
大
な
る
園
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
市
揚
を
移
動

ず
る
こ
と
の
世
界
金
融
市
場
の
安
定
性
へ
及
ぼ
す
打
撃
大
な
る

も
の
あ
る
所
以
を
力
説
し
た
c

そ
し
て
最
近
ま
た
、
別
の
機
曾

に
於
て
、

事
貧
上
フ
ラ
ン
ス
の
英
米
金
融
市
場
に
所
有
せ
る
此

の
金
潟
俸
が
、

国
際
短
期
流
動
資
金
と
し
て
岡
固
に
流
入
し
て

岡
際
金
副
市
担
額
む
宣
大
問
題
と
た
い
ぺ
附
剖
司
会
め
侃
五

一rpTEt--E号
z
問
題
と
金
の
不
胎
化

ge--EEC-戸
問
題
と

を
惹
起
し
、
遂
に
此
等
の
問
題
は
、
漸
く
注
目
さ
れ
来
っ
た
世
界

不
況
巴
守
円
g
回
一
言
問
題
の
重
大
要
素
と
し
て
、
固
際
聯
盟
の

ト
l

血
れ
リ
、

注
目
す
る
と
こ
ろ
と
友
り
、

一
九
二
九
年
来
、
金
委
員
曾
た
る

特
別
調
査
機
関
を
設
置
し
て
、
特
に
此
の
種
問
題
を
ば
研
究
す

る
に
至
っ
た
所
以
を
蓮
ぺ
た
。

勿
論
之
に
謝
し
て
は
、

フ
ラ
ン
ス
側
に
於
け
る
嬬
駁
が
あ
る

こ
と
は
嘗
然
で
あ
る
が
、
我
々
は
此
の
聞
に
於
て
、
此
く
の
如

き
主
張
の
擁
勤
た
る
理
論
の
根
底
に
は
、
深
く
賓
践
的
要
求
た

る
も
の
が
慌
た
は
っ
て
ゐ
る
乙
と
を
理
解
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
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ぃ
。
此
の
黙
に
闘
し
て
は
、

7
-
ア
ン
ス
を
批
難
ぜ
ん
と
す
る
も

の
L
側
に
於
け
る
事
情
に
就
い
て
も
同
然
で
あ
る
。
従
っ
て
、

何
が
列
園
を
し
て
、
叉
は
園
際
聯
盟
を
し
て
、
か
く
の
如
き
王

践
を
・
な
さ
し
め
る
に
至
っ
た
か
と
い
ふ
こ
と
の
背
後
に
は
、
夫

々
共
の
主
張
を
現
由
づ
け
る
理
論
|
|
郎
ち
貫
践
的
要
求
の
卦

化
せ
る
理
論
ー
ー
が
存
在
し
て
ゐ
る
こ
と
を
洞
察
し
な
け
れ
ば

な
ら
ね
。
私
は
か
〈
の
如
き
意
味
に
於
て
、
世
界
に
於
け
も
金

問
題
を
吟
味
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

此
の
駐
に
於
て
、
岡
際
聯
盟
の
な
せ
る
研
究
は
、
寅
に
有
力

友
る
一
の
在
在
で
あ
る
。
共
の
金
委
員
舎
は
、
巳
に
昨
一
九
一
一
一

O
年
九
月
以
来
、
次
の
如
き
諸
報
告
を
毅
表
し
、
今
や
其
の
最

終
報
告
の
褒
表
も
間
近
い
と
謂
は
れ
て
ゐ
る
。

同
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私
は
此
等
の
国
際
聯
盟
側
に
闘
す
る
研
究
に
就
い
て
、
多
大

の
開
心
を
有
つ
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
今
日
我
々
が
経
験
し
つ

L
あ
る
世
界
不
況
友
る
も
の
は
、
共
の
矧
聞
に
於
て
、
其
の
範

固
に
於
て
、
帰
た
ま
た
共
の
深
刻
さ
に
於
て
、
人
類
が
嘗
て
経

験
せ
る
も
の
L
中
、
最
も
苛
媒
な
る
も
の
L

一
つ
で
あ
る
。
そ

は
産
業
革
命
以
後
述
懐
的
に
交
代
せ
る
好
況
に
仲
へ
る
-
小
況
の

一
種
で
は
あ
る
が
、
然
し
今
日
親
し
く
経
験
せ
る
も
の
L
中
に

は
、
従
来
多
く
の
揚
合
に
経
験
せ
る
も
の
に
比
し
特
に
加
重
的

要
素
の
存
在
が
考
慮
さ
れ
る
。
そ
し
て
此
等
の
加
重
的
要
素
の

一
と
し
て
、
金
問
題
は
通
貨
問
題
と
共
に
、
世
界
不
況
に
開
し
、

最
も
重
要
友
る
地
位
を
占
め
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

然
し
私
は
、
今
此
等
の
鮪
を
細
誠
一
詳
論
せ
ん
と
す
る
も
の
で
は

反
い
。
此
等
の
黙
に
就
い
て
は
、
別
に
他
の
機
曾
を
待
ワ
て
之

に
譲
る
こ
と
X
し
、
今
は
略
、
闘
際
聯
盟
の
褒
表
せ
る
諸
報
舎
に

針
し
、
有
力
な
る
批
判
を
ば
、
事
責
上
及
び
理
論
上
指
摘
せ
る

も
の
と
し
て
、

ノ
ガ
ロ

(
Z
C岡
田
「
C
)

に
よ
る
主
張
の
要
旨
を
紹

第
三
十
三
巻

-
第
一
一
披

一
四
九

=
0
五



金

問

題

批

剣

介

せ
ん

と
す
も

の
で
あ

る
。

ノ
ガ

ロ
の
金
委
員
會

の
金
問
題

に
射

す
る
批
判
は
、
全
般
的

に
見

て
、
二

つ
の
方
面
か
ら
な
さ
れ
る
。
第

一
は
事
實
上

の
方

面
か
ら

で
あ
り

、
第

二
は
理
論
上
の
方

面
か
ら
で
あ

る
。
故
に

説
明
の
便
宜
上
、
第

「
に
事
實

上

の
批
判
を
ぱ
、
次

に
理
論
上

の
批
判

を
ぼ
、
逐
次
　説
述

せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ

る
。

薯

il認

..虹

の

批

判5)

事
實
上
よ
り
見

て
、

ノ
ガ

ロ
の
親
顯
は
、
左

の
二
鮎

に
於

て

金
委
員
會

の
槻
鮎

と
異

る
。

其

の
第

一
は
、
彼
は
金

の
不
足
が

一
般
物
償
水
準
に
謝
し

て

、因
果
的
關
係
を
看
た
な

い
と
主
張
す

る
職

で
あ
る
。
彼

は
か
く

の
如
き
主
張
に
關
す

る
事
實

と
し

て
、
卸
貢
物
慣
が
、

一
九

二

五
年
後
漸
落

し
、更

に

一
九

二
九
年
後
急
落

せ
る
に
も
拘
ら
す
、

此
の
間
金
生
産
額
に
至

っ
て
は
、
多
少
.の
攣
動

を
示
し

つ
曳
も
、

の

大
腫
塘
加
し

つ
」
あ

る
事
實
を
あ
げ

て
み
る
。

其

の
第

二
は
、
金

の
年

々
の
生
産
額
は
、

其

の

一
部
は

貨
幣
金
以
外
に
用
ひ
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
が
-
1

金

の
現
在
聰

第

三
十
三
巻

三
〇
六

.
第

二
號

一
五
〇

額

に
射

し

て
極

め

て
小

額

で
あ

り
、
(
一
八
五
〇
年
乃
至
一
九
】O
年

間
は
約

三
パ
ー
セ
ン
ト
)

從

っ
て
こ

の
僅

少

な

る
金

の
年

生
産

額

に
於

け

る
攣
動

は

、
.金

総
額

に
針

し
、
極

め

て
低

度
な

る
影
響

を
及

ぼ
す

に
過

ぎ
ざ

る
も

の
で
あ

る

と
し
、
金
委

員
會

が

年

々

へ

へ

の
金
産
出

高

に
於

け

る
攣
動

(
カ
ッ
セ
ル
の
如
き
)
叉

は
年

々

の
貨

へ

へ

幣

金
在
高

の
攣
動
(
ス
ト
ラ
コ
ツ
シ
叉
は
キ
チ
ン
の
如
き
)
が
、
一
般

物
憤
水
準
攣
動

の
積
極
的
原
因
で
あ
る
と
い
ふ
主
張
に
射
し

て

反
黝
し
て
る
る
繍

で
あ
る
,
か
く
の
如
き
見
方
は
、
換
　画
す

れ

ば
、
生
産
金
叉
は
貨
幣

金
の
金
在
高
を
以
て
総
流
通
貨
幣
量

と

見
倣
す

と
共

に
、
か
く

の
如
き
金
在
高

の
攣
動
を
以

て
、

一
般

物
償

の
支
配
的
原
因

で
あ
る
と
し
、
共

の
金
在
高

の
増
加
は
、

生
産
又
は
取
引

の
塘
加
に
射
慮
す

る
も
の
で
あ
る
と
す

る
考

に

わ

封
ず

る
否
定

で
あ
る
。

ヘ

へ

も

ヘ

ノ
ガ

ロ
は
更

に
事
實

的
吟
味

に
於

て
、
前

述

せ

る
三

パ
ー

セ

ヘ

ヘ

ヘ

ン
ト
論

な

る
も

の
が

、其

の
主
張

者
た

る

カ

ッ

セ

ル
に
從

へ
ば
、

金

の
側

及

び
取
引

の
側

に
就

い
て
、
共

に
成

立
す

る
と
謂

は

れ

て
る

る
に
封

し

、
深

き
疑
惑

を
投

じ

て
み

る
。
ノ
ガ

ロ
は
謂

ふ
。

「
カ

ッ

セ

ル
の
論

は

、

一
八

五
〇
年
乃

至

一
九

一
〇

年

を

げ
期
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6)
:7)

Nogaro:Laquestionde1'o了devant】aSoci61{　 `【esNations.

politeque.450Annee,N・ ・

Nogaro;op.cit・PP-4-1斗

No…;arQ54,PGit・PP・4・ 一5

)ぐogεLTO;op.cit・P・5・

1)

■

(Revued,6conomie



間

と
し

て
採
用
し

て
み
る
が
、
そ
は
彼

の
考
に
よ
れ
ば
、
此
等

爾
時
期
に
於

て
、
物
儂
が
同
じ
高
さ
に
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
其

間
に
於
け
る
金
分
量

の
璽
加
は
、
取
引

の
暦
加

に
照
慮

せ
る
も

の
で
あ
る
と
い
ふ
推
定

に
本
つ

い
て
み
る
か
ら

で
あ
る
。然

し
、

二
つ
の
時
期

の
間

に
於

て
、
始

め
に
あ
っ
た
物
償
水
準
が
、
其

一

後
再
び
現
は

れ
た
か
ら

と
謂

っ
て
、
か
く

の
如
き
軍
な
る
事
實

か
ら
、
該
期
間

に
於
け

る
金
分
量

の
増
加

に
よ

っ
て
、
取
引

の

塘
加
が
、
正
確

に
測
定

さ
れ
る
と
は
認

め
難

い
。
現
に

皿
八
二

九
年
及
び

}
八
七
七
年
な
る
二
時
期

に
於

て
は
、
物
償
水
準
は

前
後
相
等
し

い
。
然
し
、
此

の
間

に
於
け
る
金

の
増
加
率
は
、

僅
一に
二
。
ニ
パ
ー

セ
ン
ト
に
過
ぎ
由な
い
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

か
く

の
如
き
観
察

の
示
す
と
こ
ろ
は
、
貨
幣
量

の
増
加
か
ら

し

ヘ

ヘ

セ

ぬ

も

取
引
量

の
増
加
を
測
定
し
、
叉
は
あ
る
期
間
に
封
し
他

の
期
間

に
求

め
ら
れ
た
金
在
高
培
加
牽

を
適
用
す

る
と
い
ふ
が
如
き
こ

と
が
、
如
何

に
専
断

で
あ
り
、
危
険
で
あ
る
か
を
知
ら
し
め
る

の

も
の
で
あ
る
」
と
。

か
く

て
ノ
ガ

ロ
は
、
か
く
の
如
き
事
實
上

に
於
け

る
批
制

を

綜
合

し
て
、
金
委
員
會
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た
統
計

は
一
興

の

金

問

題

批

判

内
容
に
於

て
極

め
て
興
味
あ
る
も

の
を
見
出
す

の
で
あ
る
が
、

然
し
、
之
を
以

て
、
現
在

の
経
済
不
況

の
原
因
が
、
貨
幣
量

の

不
足
に
あ
る
と
云
ふ
主
張

の
根
糠

と
は
な
し
得
な

い
O
殊
に
、

其

の
求

め
た
数
字
、
及
び
曲
線
よ
り
因
果
的
主
張
を
試
み
ん
と

す

る
こ
と
は
、
葡

ほ
共

の
根
糠
薄
弱
で
あ
る
こ
と
を
附
…冒
す

る

必
要
が
あ
る
と
述

べ
て
み
る
が
、
要
す

る
に
其

の
論
勲
な
、
適

當

に
貨
幣
量

の
攣
動
を
調
節

し
て
以

て
物
慣
に
安
定
作
用
を
及

ぼ
す
と
い
ふ
思
想

の
事
實
上
認
め
難
砦
も

の
で
あ
る
こ
と
、
及

び
同
時
に
そ
は
必
然
的
に
、
金
委
員
會

が
前
提
と
す
る
理
論
的

根
豫

へ
の
批
制

へ
の
動
向
を
示
唆
す

る
も

の
で
あ
る
と
い
ふ
こ

と
に
蹄
着
す

る
。

の

三
、
理

論

上

の

批

判

以
上
述

べ
た
る
事
實
上

の
批
判

は
、
其

の
必
然

的
關
係

に
於

て
、
事
實

の
背
後

に
あ
っ
て
之
を
支
配
す

る
理
論
的
根
撒

へ
の

追
及
を
要
求
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
巳
に
序
言
に
於

て
述

べ
た
通
り

で
あ
る
。

此
の
鮎

に
於
て
ノ
ガ

ロ
は
、
金
委
員
會

の
と
れ
る
主
張

の
拙

策
三
十
三
巻

三
〇
七

第
二
號

一
五

一
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金

問

題

批

剣

端
医
黙
に
は
、
先
験
的
概
念
が
あ
る
と
し
、
印
ち
此
の
先
験
的
概
念

を
前
提
と
す
る
が
故
に
、
金
委
員
舎
は
、

一
般
物
慣
水
準
の
下

7ft 落
てF は
遁

流
首

通に
貨

翠常
費婁
空三
品足:r t亡
調田

空白
'す
る.
時べ

きは
も
の
で

あ
る
と

と

一
般
物
慣
水
準

は
安
定
さ
せ
得
る
も
の
で
あ
る
と
と
を
主
張
し
て
ゐ
る
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
は

E
に
念
委
員
曾
が
、
所
謂
貨
幣
数
量
殺
を
認
め
て

ゐ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
推
定
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
。

動
論
か
く
の
知
事

A

」
考
は
、
屡
々
カ
ツ
七
ル
及
び
ス
ト
ラ
コ
ツ

シ
宰
の
主
張
の
中
に
説
明
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
尤
も
此

等
の
論
者
に
よ
れ
ば
、
日
に
漣
ぺ
た
る
が
如
く
、
涜
遁
貨
融
市
量

の
概
念
は
、
金
在
高
の
概
念
に
よ
っ
て
置
き
換
へ
ら
れ
、
従
つ

て
問
題
の
重
黙
は
、
金
の
需
要
供
給
な
る
黙
に
蔚
着
す
る
も
の

で
あ
る
と
さ
れ
る
。

。。

例
へ
ば
カ
ツ
セ
ル
に
よ
れ
ば
、
彼
は
吠
の
如
〈
謂
ふ
o
郎
ち
、

「
商
品
慣
格
の
下
落
は
、
常
に
其
の
反
面
に
於
い
て
は
、
貨
幣
慣

値
の
増
加
を
意
味
し
、
従
っ
て
此
の
種
の
一
般
的
下
落
に
針
し

て
は
、
支
梯
手
段
数
量
の
減
少
以
外
の
他
の
説
明
を
輿
へ
得
た

ぃ
。
斯
く
の
如
き
誠
少
は
、
今
日
で
は
、
勿
論
、
相
針
的
な
も

第
三
十
三
巻

第

務

O 
A 

五.

の
で
あ
る
。
蓋
し
、

そ
は
絶
え
宇
費
動
ず
る
欲
望
の
支
沸
手
段

に
針
す
る
闘
係
に
於
て
考
察
し
友
け
れ
ば
な
ら
友
い
か
ら
で
あ

る
。
と
に
か
く
、
支
挽
手
段
を
必
要
と
す
る
闘
に
於
て
は
、
物

債
の
一
般
的
下
落
が
超
ら
な
い
や
う
に
支
排
手
段
を
供
給
し
得

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
従
っ
て
若
し
か
〈
の
如
き
一
般
的
物

慣
下
落
が
旭
る
揚
合
が
あ
る
と
せ
ば
、
そ
は
上
誠
一
の
作
用
品
乞
無

現
ぜ
る
結
県
松
る
と
と
.
即
ち
あ
ら
ゆ
る
揚
合
に
於
て
、
斯
〈

の
如
き
作
用
が
不
完
全
に
行
ば
れ
た
こ
と
を
認
め
友
け
れ
ば
な

ら
友
い
。

こ
れ
邸
ち
、
物
債
の
一
般
的
下
落
の
原
因
と
し
て
の

現
在
の
不
況
に
闘
し
、
あ
ら
ゆ
る
説
明
が
全
然
無
力
友
る
所
以

で
あ
る
。
物
慢
の
一
般
的
下
落
は
、
常
に
、
純
粋
に
貨
幣
的
現

象
で
あ
る
」
と
。

ス
ト
ラ
コ
ツ
シ
も
亦
、
略
ぼ
之
に
類
似
せ
る
見
方
を
遮
ぺ
て

ゐ
る
が
、
要
す
る
に
、
斯
く
の
如
き
根
本
的
見
解
を
有
す
る
人

一
般
物
債
水
準
に
於
け
る
鍵
動
を
示
す
経
済
的
動

揺
の
原
因
を
ぽ
、
必
然
的
に
、
貨
幣
系
列
に
蹄
せ
し
め
ん
と
す

々
こ
そ
は
、

る
見
解
を
懐
〈
人
々
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が

で
き
る
。

the value of gold 
Cf. Cassd; Infor田 ationdu 1雪・ t¥oul， 1930・
Cf. Strako;;ch; Economic consequences cf elumges in 
(Selected Documents) 
此白勤については別白機曾に再論ずる。
Cassel; op. cit. 
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斯
く

の
如
く
、
金
委
員
會

の
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ぽ
、

一
般
的
物
慣
水
準

の
攣
化
は
、
必
然

に
、
貨
幣
的
原
因
を
原
因

と
し
て
育

つ
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

ノ
ガ

ロ
は
、
か
く
の
如
き

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

へ

貨
幣
的
要
素
を
重
要
視
す
る
数
量
設
に
毀
し

「
周
密
な
る
吟
味

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

を

加

へ
る

必
要

が

あ

る
」
と
述

べ
て
み

る
。

均

ノ
ガ

ロ
の
吟
味

を
総
括
す
れ
ば
、
彼
は
、
物
償
憂
動

の
全
膿

-一

[
方
.に
は
騰

貴

が

あ
り

他
方

に
は
下

落

が

あ

る
が
、
圭

と

し

て
は
騰

貴

又
ぱ

下
落

が
あ

る
意

味

で
の
ー
ー

な

る
も

の

が
、
・

極

め

て

}
般

的

に
は

、
.平
均

的
騰

貴
叉

は

下
落

を

示
す
も

の

で

あ

る

と

い

ふ
こ
と

に
は

、
別

に
異

論

は
な

い
や

う

で

あ
る

が
、

共

の
理

由
は

、
蓋

し

、
そ

は
極

め

て
稀
な

る
場

合

種

々

の

慣
格
憂
動
が
全
然
中
和
し
て
し
ま
ふ
と
い
ふ
が
如
き
揚
合
一

を
除
け
ば
、

}
般
物
償
水
準

の
攣
動

は
、
必
然
的
に
、
李
均
的

騰
落
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
彼

は
、

.

各
商
品

の
償
格

の
攣
動
原
因
に
就

て
は
、
之
を
以
て
、
常
に
同

時

に
、
他

の
商
品

と
共
通
な

る
原
因
を
有

つ
と
共

に
、
ま
た
其

の
市
場

に
固
有
な
他

の
原
因
を
も
有
ち
得

る
も
の
で
あ
る
と
主

張

し
、
此
等

の
事
情

よ
り
し

て
、
彼
に
よ

れ
ば
、
橿
格
の
不
均

金

問

題

批

到

的
攣
動
は
、
恐
ら
く
は
、
.各
市
揚

に
於
け

る

一
般
的
原
画
並

に

各
商
品
市
場

に
於
け
る
固
有
的
原
因

の
総
艦

か
ら
、
又
は
後

の

各
商
品
市
場

に
固
有
な
原
因

の
み
か
ら
、
生
じ
來

る
も

の
で
あ

り

、
從

っ
て
卒
均
的
に
示
さ
れ
る
総
禮

の
結
果
を
生
ぜ
し
め
る

各
種
攣
動
原
因
が
、當
然

に
問
題
と
な
っ
て
来

る
わ
け
で
あ
る
。

此

の
黙

ノ
ガ

ロ
は
、
カ
ツ
セ
ル
が
物
償

の

}
般
的
水
準

の
攣
動

を
ぱ
、
明
瞭

に
し

て
且

つ
必
然
的
な
説
明
を
有

つ
現
象

と
し

て

考

へ
て
る
る
こ
と
を
以

て
不
當
な
り

と
し
、
此

の
物
償
の

一
般

的
水
準

の
礎
動
を
知

る
た

め
に
は
、
各
種

の
調
査

、
統
計
又

は

指
数

に
よ
る
の
外
手
段
な
く
、
從

っ
て
、
此
等

の
調
査
叉
は
統

計
よ
り
し

て
、
計
算
共

の
他

の
方
法

に
よ
り

、

一
の
李
均
を
求
.

め
、
此

の
平
均
を
以

て
指
数
を
作
る
と
す

る
。
此

の
意
味
に
於

も

ヘ

へ

も

ヘ

へ

も

て
、

ノ
ガ

ロ
の
考

ふ

る
と

こ
ろ

に
よ

れ
ば
.、

一
の
猫

立

せ

る
物

た

ヒ

へ

も

ロ

ヘ

へ

償

の

一
般
的
受
動
な
る
も
の
は
示
し
得
な

い
。

ノ
ガ

ロ
は
更
に
、
斯
く

の
如
き
物
慣
の

一
般
的
攣
動

の
存
在

を
考

ふ
る
こ
と
は
、
即
ち

こ
れ
を
以

て
全
然
物
償
の
平
均
的
攣

動

の
存
在

と
混
同
し

て
み
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
其

の
理
由
を

設

べ
て
、
斯
く
の
如
き
物
償

の
平
均
的
鍵
動
な

る
も

の
は
、
指

第
三
十
三
巻

三
〇
九
.

第
二
號

}
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三
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金

問

題

批

判

敷

に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
其

の
平

均
的
攣
動
は
、

全
然

、
各
商
品
市
場
に
固
有
な
原
因
よ
り
生
す

る
も
の
で
あ
っ

て
、
貨
幣
的
要
素

の
如
き

}
般
的
原
因

に
よ
る
假
定
に
よ
ら
す

し

て
尚

ほ
且

つ
十
分

に
考

へ
得

ら
れ
る
も

の
だ
か
ら
と
云
っ
て

拘

る
る
。

か
く

て
、
ノ
ガ

ロ
の
主
張
は

、
平
均
的
攣
動
を
目
的

と
す

る

償
格
攣
動

の
特
定
原
因
は
、
之
を
除
外
す

る
こ
と
が
で
き
な

い

と
い
ふ
職

の
高
調

か
ら
、
先
づ
始
ま
る
。
事
實

、
現
在

で
は
、

絶

射
的
又
は
相
針
的
生
産
過
剰

は
、
大
多
激

の
生
産
物

に
就

い

て
直
接
吟
味
せ
ら
れ
、
f

か
く

の
如
き
も
の
」
償
格

の
下
落

は
、
平
均
的
叉
は

一
般

的
下
落

に
關
保
す

る
か
ら
r

共

の
下

落

は
、
平
均
的
叉
は

「
般
的
下
落
を
説
明
す

る
。
從

っ
て
此
の

場
合
、
貨
幣
的
方
面
よ
り
す
る
説
明

の
如
き
は
、
軍
に
之
を
吟

殉

味

す
る

「
の
補

足
的
な
見
方
に
過
ぎ
な

い
も

の
と
な
る
。

以
上

、
之
を
要
す

る
に
金
委
員
會
は

、
專
ら
斯
く
の
如
き
所

謂
補
足
的
見
方

に
よ
っ
て
、

一
般
物
償
水
準

の
攣
動
を
考
察
す

べ
し
と
主
張
す

る
も

の
で
あ
り

、
事
實
ま
た
、
斯
く

の
如
き
観

念

こ
そ
な
、
已
忙
不
知
不
識

の
間
に
、
金
委
員
會
を

仕
支
配
し

第
三
十
三
巻

三

一
〇

第
二
號

一
五
四

ま
た
支
配

し
つ
玉
あ
る
観
念

で
あ
っ
て
、
こ
れ
即
ち
所
謂
数
量

説

で
あ
る
。

之
に
反
し
ノ
ガ

ロ
は
、
上
述
せ
る
見
解

よ
b

し

て
、
激

量
論

を
以

て
不

正
確
的

、
非
實
際
的
な
り

と
す

る
と
共

に
、
更

に
立

ち
入

っ
て
、
其

の
構
成
要
素
聞

の
關
係
を
以

て
相
封
的
な
り

と

す

る
見
解

は
勿
論

、更

に
因
果
的
な
り
と
す

る
も

の
に
於

て
も
、

貨
幣

側
に
璽
顯
を
置
か
ん
と
す
る
も

の
に
耕
し
て
は
、
す

べ

て

之
を
以

て
不
當
な
り

と
し
,
反
封
に

一
般
物
慣
水
準
側
に
重
黒

を
置
き
、

一
般
物
償
水
準

を
ば
各
商
品
市
場
に
就

い
て
求

め
た

卒
均

と
見

る
限
り
に
於

て
、
安
當
な
り

と
な
す
も

の
で
あ
る
。

結

F

以
上

ノ
ガ

ロ
が
述

べ
た
批
判
的
吟
味
を
綜
合
ず

る
と
、
次

の

期

如
く
な
る
。

一
、
現
在
に
於
け

る
物
償
下
落

と
偶
然
的
金
在
高
不
足
と
の

間

に
因
果
關
係
を
認

め
る
と
い
ふ
假
定
は
、
何
等
論
説
さ
れ
て

る
な

い
。

二
、
平
均
的
物
償
攣
動

の
み
を
示
す
に
廻
ぎ
な

い
指
数

に
よ

15)
i6)
17)
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っ
て
示
さ
れ
る
物
債
の
一
般
的
費
動
は
、
貨
常
的
前
提
に
よ
ら

友
い
揚
合
に
於
て
も
考
へ
ら
れ
る
し
、
叉
寄
在
し
得
る
。

-
-
一
、
現
在
に
於
け
る
貨
常
制
度
は
、
金
本
位
に
よ
っ
て
ゐ
る

が
、
そ
は
金
が
取
引
の
図
際
的
決
済
に
闘
し
、
成
く
自
動
的
作

別
に
感
じ
得
る
が
故
で
あ
る
。
流
通
貨
常
量
の
増
加
が
、

物
償
費
動
の
上
に
、

一
定
の
比
例
的
因
果
作
用
を
及
ぽ
す
と
い

ふ
と
と
は
、
先
験
的
に
も
、
ま
た
事
質
的
に
も
、
之
宮
確
認
し

ヨ市
H
e
-
R
K

、。

引
宇
中

y~ト

v

日
川

J

L

T

，
、

E

H
や
J
J

て

拙
似
通
貨
骨
量
を
ば
、

或
は
膨
脹
せ
し
め
、
或

は
牧
縮
せ
し
め
る
と
と
に
よ
り
、

一
般
物
僧
水
準
を
安
定
せ
し

め
る
と
い
ふ
こ
と
に
は
、
何
等
の
巌
密
友
る
迎
由
が
な
い
。

要
す
る
に
、
金
委
員
曾
の
結
論
去
る
も
の
は
、

ノ
ガ
ロ
の
見

解
に
よ
る
限
り
に
於
て
、
読
通
貨
常
は
之
を
遁
宜
規
整
す
る
と

と
に
よ
り
、

一
般
物
債
水
準
を
安
定
せ
し
め
得
る
も
の
で
あ
る

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
一
般
物
償
水
準
の
下
落
の
原
因

は
貨
轍
巾
側
に
在
る
こ
と
、
邸
ち
一
般
物
償
水
準
は
金
叉
は
貨
幣

金
分
量
の
画
数
で
あ
る
こ
と
を
一
暗
献
に
肯
定
す
る
も
の
で
あ
か
。

ノ
ガ
ロ
は
、
私
の
見
る
限
り
に
於
て
は
、
斯
く
の
如
き
見
解

金

閣

題

批

列

般

に
反
射
し
、
積
極
的
に
は
、
「
物
債
の
平
均
的
叉
は
一
般
的
興
動

た
る
も
の
が
必
然
的
に
起
る
の
は
、
各
種
商
品

-T拐
に
起
る
費

動
そ
の
必
の
L
結
川
市
で
あ
り
、
そ
の
晶
君
動
は
全
然
貨
幣
外
の
聞

係
に
よ
る
」
と
述
べ
る
止
共
に
、
消
額
的
に
は
.
「
貨
併
量
に
於

け
る
餐
化
が
必
然
的
に
平
等
に
各
種
商
品
上
に
影
響
す
る
も
の

で
あ
る
と
い
ふ
思
想
、
邸
ち
貨
常
量
に
於
け
る
費
動
が
一
般
物

領
水
準
趨
動
の
窮
札
担
保
因
で
あ
る
と
い
ふ
思
想
を
否
定
す
る
も

。

の
で
あ
る
一
ー
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
尤
も
か
ぐ
の
如
雪
見

併
と
離
も
、
己
に
述
ぺ
た
還
り
、
物
使
の
一
般
的
廃
動
は
、
軍

に
各
種
商
品
市
場
に
於
て
起
り
得
る
物
債
の
費
動
か
ら
起
る
ム

主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
慢
、
全
然
、
貨
符
的
影
響

を
排
併
せ
ん
と
す
る
も
の
で
な
い
。
か
く
の
如
き
意
味
に
於
て
、

私
は
、
所
謂
貨
術
数
量
設
に
針
す
る
有
力
な
る
反
針
設
と
し
て
、

ノ
ガ
ロ
の
主
張
に
、
多
く
の
示
唆
を
見
附
し
、
街
ほ
遂
ぐ
べ
き

深
き
省
出
祭
が
時
間
さ
れ
で
ゐ
る
こ
と
を
信
ぜ
ん
・
と
す
る
-
も
の
で
あ

る
腕
言
、
ノ
ガ
ロ
の
数
量
説
に
関
す
る
思
想
に
ヲ
い
て
は
、
木
論
文
D

外
角
ほ
左
¢
重
要
な
論
文
が
あ
る
。
つ
い
て
参
照
せ
ら
れ
ん
ζ

と
を

望
む
。
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